
茨城県

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・ 少子化の進展により、合同チームでの大会参加チームが急増するなど、これまでの部活動の枠組みでは、生徒のスポーツ・文化芸術活動環境を維持していく
ことは困難
・ 生徒数はもとより、受け皿となる団体の有無や指導者数、これまでの学校部活動に対する意識など、生徒のスポーツ・文化芸術活動における各地域の実態は
様々であり、各々の実態に応じた支援が必要

・総括コーディネーター配置
・市町村担当者連絡協議会開催
・部活動地域移行シンポジウム開催
・茨城県地域クラブ活動人材バンク設置

１６市町村で実証事業実施

県 市町村

・ 県内各自治体の実情に合った地域移行を推進するため、県総括コーディネーターによる市町村訪問や検討委員会への参加、指導・助言
・ 市町村担当者連絡協議会を開催し、地域移行のビジョンの共有や各自治体間での情報共有を実施
・ 部活総地域移行シンポジウム開催し、全国の先進地域の取組を県内関係者に周知
・ 広域的な人材バンクとして、茨城県地域クラブ活動人材バンクを設置し、市町村や地域クラブと指導者をマッチングできるシステムを構築

水戸市、笠間市、小美玉市、茨城町、日立市
常陸太田市、高萩市、北茨城市、神栖市、
土浦市、取手市、牛久市、つくば市、守谷市、
つくばみらい市、石岡市

●運営体制図



【茨城県】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における都道府県の現状・課題

少子化の進展（図１）により、合同チームでの大会参加チームが急増（図２）するなど、これまでの部

活動の枠組みでは、生徒のスポーツ・文化芸術活動環境を維持していくことは困難であるとの認識から、市

町村での地域移行を推進してきた。

令和３年度より、スポーツ庁の実証事業の委託を受け、市町村と連携しながら地域移行の実施と検証を

行っている。令和３年度に２市、令和４年度に４市町、令和５年度には16市町と、取り組む自治体が着

実に増えてきており、令和６年度以降、市町村独自の事業も合わせると、ほぼすべての市町村で地域の実

態に応じた取組をスタートさせる見込みである。

これまでの取組では、生徒数はもとより、受け皿となる団体の有無や指導者数、これまでの学校部活動に

対する意識など、生徒のスポーツ・文化芸術活動における各地域の実態は様々であり、各々の実態に応じ

た支援が必要であることが明らかになってきた。令和５年度は、全市町村への訪問、計６回の市町村担当

者連絡協議会の開催、地域移行シンポジウムの開催など、県内での地域移行に対するビジョンの共有や関

係者間の連携強化に重点をおいて取り組んだ。

さらに、指導者確保のための取組として、広域的な人材バンク（茨城県地域クラブ人材バンク）を県に設

置し、システム上で市町村や地域クラブと指導者をマッチングできる体制を構築した。現時点で登録者は

274人となっており、継続して市町村の指導者確保の支援ができるよう登録者数を増やすための取組を推

進していく予定である。

人口 2,828,915人 部活動数 2,193 部活

市区町村数 32市10町２村
都道府県の協議会・検討会議
等の設置状況

学校の働き方改革を踏まえた部活動改
革有識者会議（令和４年度）
市町村部活動地域移行担当者連絡協
議会（令和５年度）

公立中学校数
229校

（義務教育学校（後期）・中
等教育学校（前期）を含む）

都道府県の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

茨城県地域クラブ活動ガイドライン
（令和５年２月）

公立中学校生徒数 70,355人

実証事業に参加した
市区町村数

15市１町

実証事業に参加した拠点校数
（域内の合計）

校

地域クラブ活動に取り組んだ
部活動数（域内の合計）

192 部活

図１

図２
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

▼事業実施体制図（都道府県と市区町村における推進体制図）

▼行政組織内での役割分担

保健体育課 競技スポーツ・部活動地域移行担当

・保健体育課内で業務を整理し、R5年度より新たに部活

動地域移行担当グループを組織。

水戸市、笠間市、小美玉市、茨城町日
立市、常陸太田市、高萩市、
北茨城市、神栖市、土浦市、取手市牛
久市、つくば市、守谷市、
つくばみらい市、石岡市

・総合型ＳＣ、スポーツ協会
または市町村が立ち上げ
・実施主体の管理監督
・報酬等支払い

教育委員会

教育企画室長

・教育庁内の特命事項として部活動地域移行を推進

・大学や企業等への協力依頼

首長部局

スポーツ推進課

・総合型地域スポーツクラブの育成等

茨城県

・総括コーディネーター配置
・市町村担当者連絡協議会開催
・部活動地域移行シンポジウム開催
・茨城県地域クラブ活動人材バンク設置

16市町村

業務委託

運営団体

設置又は委託

〇〇クラブ

〇〇クラブ

県スポーツ協会
連携
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２．実証内容と成果

年間の事業スケジュール

▼市町村担当者連絡協議会開催

回 時期 内 容

第1回 7／24
・事業説明「地域移行の現状と課題」
・講演「これからのスポーツ・文化芸術活動の在り方」
（筑波大学体育・スポーツ局研究員 稲垣和希氏）

第2回 8／29
・今年度実証事業実施市町村による事例紹介（神栖市、土浦市、高萩市、つくば市）
・グループ協議・意見交換

第３回
（オンライン）

９／22 ・令和６年度スポーツ庁概算要求について

第４回
（オンライン）

11／１
・人材バンクシステムの運用について
・R５実証事業実績報告について

第５回
（オンライン）

12／26
・中体連主催大会への参加特例について
・R６実証実証事業の申請について

第６回 ２／13

・部活動地域移行シンポジウム
「改革推進期間１年目を振り返る 〜来年度に向けた課題の整理とアクション〜」
代田 昭久 氏（元飯田市教育長・イマチャレ）
稲垣 和希 氏（筑波大学体育スポーツ局スポーツリサーチイノベーター）
金﨑 良一 氏（長崎県長与町教育長）
石川 智雄 氏（新潟県長岡市教育委員会課部活動地域移行室総括副主幹）
沢田 佳史 氏（静岡県掛川市教育委員会 指導主事）

▼市町村訪問▼市町村開催の検討委員会への参加 ▼地域クラブ視察…別紙
・守谷市（ダンス）
・利根町（すぽかるとね）
・茨城町（バキマチFC）
・常陸太田市（野球クラブ）
・日立市（十王SC）
・土浦市（BlueOcean）
・北茨城市（磯原体操クラブ）

・笠間市検討委員会（10／12、12／14）
・取手市検討委員会（10／27）
・八千代町検討委員会（７／27）
・那珂市検討委員会（12／12）
・鹿嶋市検討委員会（11／17）

・全市町村（５～６月）
・再訪問（10～11月）
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

～部活動地域移行シンポジウムで使用したワークシート～
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２．実証内容と成果

参考資料

～総括コーディネーターによる市町村訪問、好事例の共有～
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ


